
2023 年度　発達障害医学セミナー

発達障害診断の再考と
切れ目のない支援を目指して

日時

場所 青山学院大学渋谷キャンパス
（東京都渋谷区渋谷 4-4-25）

定員 １００名

２０２３  １２ ２３  年 月 日 土

問合せ先 公益社団法人　日本発達障害連盟　〒114-0015　東京都北区中里 1-9-10-402
電話：03-5814-0391　FAX：03-5814-0393　E-mail：（セミナー担当） seminar23＠jldd.jp

12,000 円
10,800 円（準会員・賛助会員）   

※準会員・賛助会員にご入会いただきますと
　10％割引きが適用されます。（人数上限あり）受講料

日本発達障害学会　理事長
　日本発達障害連盟　理事

氏

野村健介氏
島田療育センター 
　医務部部長 / 外来統括 /
　児童精神科科長

金城学院大学
 　 看護学部　 教授

氏

氏
国立精神 ・ 神経医療研究
  センター　精神保健研究所  
　知的 ・ 発達障害研究部 部長

成田奈緒子 
文教大学教育学部
 特別支援教育専修　教授

氏

講師紹介

古荘純一氏

青山学院大学 教育人間科学部
　　　教育学科 教授
　　日本発達障害連盟　理事
　

セミナー
コーディネーター

問合せ先



発達障害支援に必要なこと
宮本 信也氏（日本発達障害学会　理事長）

講演内容　（10：00 ～ 17：20）　（予定）

お申込みからの流れ

ご入金手続き

受講証兼領収書・当日詳細はセミナー
受講者の方に 12 月上旬に郵送にて発送
いたします。
（※資料集は当日配布となります。）

確認メール送信

メールにて請求書送付

同封の郵便振替
用紙での申込

※必要事項は後日
　ご連絡させてい
　ただき確認させ
　ていただきます

２週間以内にご入金ください。ご入金が確認され
ない場合はキャンセルとさせていただきます。

・ 参加される方の理由によるキャンセルにつきまして、 ご入金後の払い戻しは
　できかねますので予めご了承ください。 お申込みの取り消しはできませんが、
　代理の方の出席は可能です。インターネット申込

※ご希望があった場合のみ

※メールに送金口座の記載
　があります

【注意事項】

・ 会場内での撮影 ・ 録音については著作権の関係上ご遠慮ください。

・ ＰＣ等の持ち込みにつきまして、 タイプ音が他の受講者の迷惑になる場合が
　ございます。 講義中は使用できませんのでご了承ください。

http://www.jldd.jp/seminar/now

【お申込み方法】
日本発達障害連盟ホームぺージのセミナーページから開催日ごとの
参加申込フォームに必要事項をご入力ください。

【申込みサイト】

セミナーページ
QR コード

セミナー
申込みフォーム

・ 準会員 ・ 賛助会員割引適用は構成団体の会員とは別となります。 ご注意ください。

2023 年度　発達障害医学セミナー
主催：公益社団法人　日本発達障害連盟

※講演のタイトルが変わる可能性があります。

発達障害医学セミナー　コーディネーター　古荘純一
公益社団法人 日本発達障害連盟 理事

青山学院大学  教育人間科学部 教育学科 教授

DSM-5TRについて
野村 健介氏

発達障害診断の最近の知見
岡田 俊氏

発達障害の疫学調査の変遷
鷲見 聡氏

発達障害を疑う高学歴の親への対応
成田 奈緒子氏

　医学セミナーは今回で 35 回目となります。昨年 3年ぶりに対面開催を行うことができました。オンライン
開催も増える中、あらためて、対面開催のよさを実感された方も多いようで、これからも皆さんのご希望が
ある限り、対面開催を目指したいと考えています。
　2019 年にWHOが ICD-11（国際疾病分類第 11 版）を公表しました。厚生労働省はその適用に向けて準備
を進めていますが、コロナ禍の影響でその準備も遅れているようです。ICD-11 はそれまでと異なり、臨床
応用など幅広い利用目的を想定しています。前版までは病名統計のみでしたが、今回は疾患概念も記載され、
またインターネットでの利用を想定し、適宜情報の更新も予定されています。
　疾患概念や診断基準が変更になっても、必要な人には切れ目のない支援が必要です。そこで今回のセミナーは、

「発達障害診断の再考と切れ目のない支援を目指して」といたしました。診療、研究ともに第一線で活躍中の
先生方にご講演をお願いしています。
　本セミナーを受講した皆さんには、明日から早速役立つ情報をお届けできるのではないかと思っています。
多くの皆さんのご参加をお待ちしています。
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